
⼩泉⼋雲を⽣かした
⽂学教育と⽂化資源化
への取り組み
Lafcadio Hearn as Literary and Cultural Resources

宮澤 ⽂雄 (MIYAZAWA Fumio)
法⽂学部 ⾔語⽂化学科

英⽶⾔語⽂化研究室
1



概要
⼩泉⼋雲ゆかりの地のなかでも、松江市は⼋雲の史跡・資料・機会
に恵まれています。それらは「ここにしかないもの」ですが、その学び
や活⽤は⼗分ではありません。発表では、それらを「ここにしかない
学び」につなげていくために取り組んできた授業例を紹介します。
また、発表者が運営にかかわる市⺠交流型の島根⼤学ラフカディ
オ・ハーン研究会の学⽣たちと⼀緒に取り組んでいる正課外活動に
ついてもご紹介します。
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１．ここにしかないもの：
史跡・資料・機会とその課題

■史跡

⼩泉⼋雲旧居、松江⼤橋、宍道湖、⽉照寺、⼤雄寺など

■資料

⼀次資料：直筆原稿、書簡、初版本、⽣前の愛⽤品など
⼆次資料：研究論⽂、評伝、新聞記事、雑誌、⼆次創作など

■機会

⼩泉⼋雲記念館、市⺠講座、観光、イベント、商品化など
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１．ここにしかないもの：
史跡・資料・機会とその課題

豊富な⽂化資源があるにもかかわらず・・・

地域 ► 住⺠の関⼼はそれほど⾼くない

⼤学 ►「へるん⼊試」をしているのに学ぶ機会がない

課題：いかに理解の裾野を広げ、⽂化の担い⼿を育てるか
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２．ここしかない学び：授業実践例

八雲を取り上げている授業一覧：

①教養育成科⽬「死と⼈間」（授業回数：２回）
②⾔語⽂化学科初年次教育「⾔語⽂化⼊⾨I」（１回）
③専⾨教育科⽬法⽂学部「アメリカ⽂学応⽤演習I」／

教育学部「英⽶⽂学AII：概説」（14回）
④特別研究（毎年１、２名が⼩泉⼋雲をテーマに卒論を執筆）
⑤⼤学院の授業（留学⽣を含む）（３回または14回）
⑥⼩泉⼋雲をテーマとする修⼠論⽂の指導（継続中）

その１

教養から専門まで

その２

学部・学年横断的

その３

学びが特別研究、

大学院進学に発展
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■教養育成科目「死と人間」の担当回

⼋雲作品を通して東⽇本⼤震災を考察
■専門教育科目「アメリカ文学応用演習Ⅰ」

松江を描いた作品の講読、記念館・旧居の⾒学、
ミニアルバムの製作

■大学院の授業（留学生を含む）

原⽂講読、直筆原稿の分析、記念館・旧居の⾒学、出雲⼤社等の訪問

２．ここにしかない学び：授業実践例

八雲の現代的
な意義を知る

フィールドワーク

製 作
実 物 資 料
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フィールドワークと製作の一例（授業成果物）。テーマは「いまの松江に八雲が見た風景を探す」。
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その１

最終的にタイトルを“The Story 
of Sonjo”（男または人間の物
語）から“Oshidori”（女または自
然の物語）へ変更する

その２

「ヲシドリノカワイソナノハナシ」
はタイトル候補というより作者
の物語に対する印象に近い

タイトルの変更にみる作者の逡巡に、
八雲の小さな存在に対する憐みや共
感、非人間中心主義を読み取ることが
できる
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史跡・資料・機会の積極的な活⽤による学習効果：
(1) フィールドワークと製作の導⼊で、学びの質的変化が⽣まれた
(2) 対象との多様なかかわりを通して、学⽣と対象の関係が深まった
(3) 五感や想像⼒を駆使した理解は、柔軟な⾒⽅や個性が反映された

気づきにつながった
この結果、

その後の授業では、学生はみずから学びを深めていくようになる

２．ここにしかない学び：授業実践例
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「ここにしかない学び」とは・・・

教員が提供するものではなく、

学⽣⾃⾝が⼿応えのなかで育むもの

と考えるようになりました

２．ここにしかない学び：授業実践例
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３．⽂化資源化への取り組み：ハーン研究会の活動例

【従来の活動】（H18〜）

① ⽉例読書会（通算165回）

②『ニューズレター』の発⾏（年２回）

③ 講演会の開催（年１回）

【学⽣部による活動】（R３年〜）
④⽇めくりカレンダー「⽇めくりへるん」の製作
⑤内中原⼩学校への学習⽀援
⑥附属図書館企画展⽰への協⼒
⑦「⼩泉⼋雲の『怪談』を観る会」の実施
⑧松江観光協会『松江ゴーストツアー』への協⼒
⑨震災ドキュメンタリー映画の上映
⑩宮城県被災地でのフィールドワーク
⑪附属図書館での企画展（R6年3⽉予定）
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大学教育センターとの連携企画（④）
「山陰中央新報」朝刊（2022年4月27日付）にも取り上げてもらいました。



内中原小学校への学習支援（⑤）
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生徒たちからのお礼状 その後、発表会にも参加
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『いずもボランティア図鑑2022』や情報誌『結』での活動紹介
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附属図書館の八雲の企画展示にも参加しました（⑥） 18



（つづき） 奥：学生部の活動展示 手前：八雲の直筆書簡と翻訳文 19



津波火災で全焼した震災遺構門脇小学校（宮城県石巻市） 20

東日本大震災の被災地・石巻訪問研修（⑩）



（つづき） 教室内部（震災遺構門脇小学校）
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（つづき） 地震発生翌日から6日間、手書きで情報を発信し続けた石巻
日日新聞社の〈6枚の壁新聞〉と平井氏による展示解説（石巻ニューゼ） 22



（つづき） みちのく八雲会と島大生。被災体験をお聞きしました。 23



４．今後の教育活動

①小泉八雲を現代的な視座から捉えた学びの充実化

②日英語紙芝居の製作と実演

③本学所蔵の八雲関係史料の活用

④ 「八雲学」の設計

⑤史跡の活用と保存

⑥島根大学ラフカディオ・ハーン研究会学生部としての取り組み
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多くの方々に支えていただきました。
心よりお礼申し上げます。


